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現 在 の 瑠 璃 光 寺 五 重 塔

2 0 0 4  年  6  月 、 美 祢 市 生 ま れ の  2 0  歳 。 美
祢 青 嶺 高 か ら 山 口 芸 術 短 大 に 進 学 。 現 在 、
芸 術 表 現 学 科  2  年 生 。 今 年  5  月 に は 「 第
1 8  回 山 口 県 広 告 大 賞 」 で 、 ポ ス タ ー が 準
グ ラ ン プ リ に 選 ば れ た 。 将 来 の 夢 は 印 刷
や デ ザ イ ン 関 係 の 会 社 で 働 く こ と 。
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７ 月

3 1日 と ８ 月 １ 日 に

群 馬 県 で 開 か れ た 「 第

1 9

回 若 年 者 も の づ く り 競 技大 会 」 で 、  「 グ ラ フ ィ ック デ ザ イ ン 」 職 種 の 「 敢闘 賞 」 に 選 ば れ た 。 県 内か ら は ６ 職 種 に ８ 人 が 出場 し 、 入 賞 は １ 人 だ け 。
「 驚 き と と も に 、 努 力 し

て き た こ と が 実 を 結 び 、う れ し い 」 と 喜 び を 語る 。

　 　

　
大 会 で は 、 開 催 地 に ち

な ん だ 課 題 が 競 技 期 間 中に 発 表 さ れ 、 伝 統 工 芸 品
「 高 崎 だ る ま 」 や 観 光 資

源 で あ る 温 泉 を Ｐ Ｒ す る 広告 制 作 や プ レ ゼ ン テ ー シ ョン を 行 っ た 。  「 制 限 時 間 に焦 り を 感 じ つ つ も 、 中 盤 から は 集 中 す る こ と が で きた 」 と 振 り 返 る 。　
エ ン ト リ ー を 決 意 し て か

ら 約 ２ カ 月 間 、 過 去 問 に 取り 組 ん で は 担 当 教 官 に 個 別指 導 を 受 け る 日 々 を 重 ね 、「 大 変 で は あ っ た が 楽 し かっ た 」 と 話 す 。　 「 大 会 で の 経 験 を 糧 に デザ イ ン の 幅 を 広 げ 、 時 代 に応 じ た ス キ ル を 身 に 付 け たい 」 と 今 後 に つ い て 語 る 。

中 なか

村 むら

　
優

ゆ

楽
ら

さ ん

全 国 も の づ く り 競 技 グ ラ フ ィッ ク デ ザ イ ン で 敢 闘 賞

め 、 国 ・ 県 ・ 山 口 市 か らの 補 助 金 で は 足 り ず 、 約６ ０ ０ ０ 万 円 の 自 己 負 担が 必 要 だ 。 そ こ で 、 同 寺総 代 会 、 山 口 観 光 コ ン ベン シ ョ ン 協 会 、 山 口 商 工会 議 所 、 山 口 七 夕 会 の
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団 体 は

2 2年 に 実 行 委 員 会

を 立 ち 上 げ 、 改 修 費 用 をク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ
（ Ｃ Ｆ ） で 募 る 「 国 宝 瑠

璃 光 寺 五 重 塔 『 令 和 の 大改 修 』 Ｃ Ｆ プ ロ ジ ェ クト 」 に 取 り 組 ん で い る 。　
Ｃ Ｆ は 、 ３ 期 に 分 け て

実 施 。

2 2年 ９ 月 ２ 日 か ら

1 1月

3 0日 ま で の 第 １ 期 で

は 、 目 標 金 額 ２ ０ ０ ０ 万円 に 対 し 、 ５ ７ ３ 件 ・ ６３ １ 万 ６ ０ ０ ０ 円 が 寄 せら れ た 。 そ し て 、 昨 年 ８月 １ 日 か ら

1 1月

3 0日 ま で

の 第 ２ 期 で は 、 同 じ く ２

　
山 口 市 唯 一 の 国 宝 ・ 瑠

璃 光 寺 五 重 塔 （ 山 口 市 香山 町 ７ ） の 保 存 修 理 工 事が 始 ま っ て か ら 、 約 １ 年８ カ 月 が 経 過 し た 。 工 事は ２ ０ ２ ６ 年 ３ 月 末 ま での 予 定 で 、 檜

ひわだぶき

皮 葺 屋 根 の

全 面 葺 き 替 え と 木 部 修 理作 業 、 最 新 消 防 設 備 の 設置 が さ れ る 。　
こ の 事 業 に か か る 費 用

は 約 ７ 億 ６ ０ ０ ０ 万 円 。国 宝 の 場 合 、 拝 観 料 を 改修 費 用 や 整 備 費 に 充 て るの が 一 般 的 だ が 、 無 料 で入 場 で き る 都 市 公 園 ・ 香山 公 園 の 中 に あ る 同 五 重塔 は 、 建 物 の 中 に 入 れ る構 造 で も な く 、 拝 観 料 を徴 収 で き な い 。 そ の た

０ ０ ０ 万 円 に 対 し 、 ２ ９３ 件 ・ ６ ０ １ 万 円 が 寄 せら れ た 。 第 ２ 期 の 寄 付 申込 者 を 居 住 地 別 に 見 ると 、 山 口 市 内 が １ ０ １ 件で 最 も 多 く 、 同 市 を 除 く山 口 県 内 が

5 1件 と 、 県 内

在 住 者 が 約 半 数 を 占 めた 。 一 方 県 外 で は 、 東 京都 （

2 7件 ）  、 千 葉 県 （

1 4

件 ）  、 広 島 県 （ 同 ）  、 福 岡県 （ 同 ）  、 神 奈 川 県 （

1 2

件 ）  、 埼 玉 県 （

1 1件 ）  、 兵

庫 県 （

1 0件 ） な ど が 多 か

っ た 。　
今 回 で 最 後 と な る Ｃ Ｆ

の 第 ３ 期 は ８ 月 １ 日 か ら
1 1月

3 0日  （ 土 ）  ま で が 実 施

期 間 で 、 目 標 金 額 は こ れま で と 同 じ ２ ０ ０ ０ 万円 。 ９ 月 ９ 日 時 点 で 、
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件 ・

9 7万 １ ０ ０ ０ 円 が 寄

せ ら れ て い る 。 寄 付 ・ 支援 は 、 読 売 新 聞 Ｃ Ｆ 「 アイ デ ア マ ー ケ ッ ト 」 内 特設 サ イ ト （ Ｑ Ｒ コ ー ド から ） で 行 う 。 寄 付 に 対 する 返 礼 品 は 、 御 守 （ 檜 皮チ ッ プ 入 り ）  、 数 珠 ブ レス レ ッ ト 、 手 彫 り 阿 弥 陀如 来 像 坐

ざ

像 ぞ う

、 大 内 義 弘 公

手 ぬ ぐ い な ど ８ 種 類 が ある 。 受 付 金 額 は 、 ３ ０ ０

応  募  フ ォ ー  ム

０ 円 か ら１ ０ ０ 万円 ま で 。　
プ ロ ジ ェ ク ト 事 務 局 の

山 口 観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン協 会 は 、  「 山 口 市 の 宝 でも あ る 瑠 璃 光 寺 五 重 塔 を未 来 に つ な げ て い く た めに も 、 市 民 の 皆 様 に ご 理解 い た だ き 、 積 極 的 な ご支 援 ・ ご 協 力 を い た だ けた ら 」 と 呼 び か け て いる 。 問 い 合 わ せ は 、 同 協会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ３

－

０ ０ ８ ８ ） へ 。

～

1 1月

3 0日 最 終 回 の 第 ３ 期 が 受 付 中
瑠 璃 光 寺 五 重 塔 へ の ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ
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▲  申  込 フ ォ ー ム

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
こ の 本 は 「 塩 」 を 切 り 口

に 世 界 の 歴 史 を た ど っ て いっ た ユ ニ ー ク な 作 品 で す 。　
私 た ち は 今 、  「 塩 」 を 簡

単 に 買 う こ と が で き ま すが 、 昔 は 大 変 貴 重 な も の でし た 。　
塩 の 値 う ち を よ く 知 っ て

い た 古 代 中 国 の 統 治 者 た ちは 、 塩 を 政 府 の 専 売 品 と し莫 大 な 財 力 を つ け て い き まし た 。 そ れ を 使 っ て 行 っ た事 業 の 一 つ が 万 里 の 長 城 建設 で す 。　
ま た 、 塩 の も つ 殺 菌 効 果

を 利 用 し て 保 存 食 が つ く られ る よ う に な っ た こ と で 、遠 い 国 同 士 で も の の 取 り 引き が で き る よ う に な り ま した 。 そ の 流 れ の な か で 、 ヨ

　
地 下 の 岩 塩 を 採 掘 し て い

る と き に 見 つ か っ た の が 、今 や 私 た ち の 生 活 に 欠 か せな い 石 油 で す 。

2 0世 紀 の 初

め に テ キ サ ス 州 で 大 量 の 石油 が 掘 り あ て ら れ た の ち 、採 掘 の 中 心 は 塩 か ら 石 油 へと か わ っ て い き ま し た 。　
巻 末 の 、 紀 元 前 九 七 五 〇

年 か ら は じ ま る 年 表 を み てい る と 「 塩 」 が い か に 経 済を 左 右 し 、 世 界 を 動 か し てき た か が よ く わ か り ま す 。 ー ロ ッ パ か ら ア フ リ カ 大 陸南 端 を へ て イ ン ド 洋 へ と つな が る 航 路 も 発 見 さ れ 、 大規 模 な 物 流 が 可 能 に な っ てい き ま し た 。

Ｂ Ｌ 出 版
文 ： マ ー ク ・ カ ー ラ ン ス キ
絵 ： Ｓ ． Ｄ ． シ ン ド ラ ー
訳 ： 遠 藤 　 育 枝

世 界 を 動 か し た
塩 の 物 語
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2 0 5 0

1 0月 ４ 日  （ 金 ）

　

1 0時 半 ～

私 ら し く 生 き る 生 き か た 講 座
 

私 た ち 消 費 者 と 、  Ｓ Ｄ Ｇ  ｓ  の 関 わ り　
コ ー プ や ま ぐ ち で は 、  「 も っ と 深 く 、 様 々 な ジ ャ ン ル を 学 び た

い 」 と い う 組 合 員 の ニ ー ズ に 応 え る た め 、 山 口 県 立 大 学 と 共 催で 「 私 ら し く 生 き る 生 き か た 講 座 」 を 開 設 し て い ま す 。 学 生 に戻 っ た 気 分 で 、 講 座 に 参 加 し て み ま せ ん か ？

　
皆 さ ん の ご 参 加

を お 待 ち し て い ま す 。● 日 時

：
２ ０ ２ ４ 年

1 0月 ４ 日  （ 金 ）

1 0時 半 〜

1 2時

● 会 場

：
周 南 市 シ ビ ッ ク 交 流 セ ン タ ー

　
交 流 室 １ （ 住 所

：
周 南

　
市 岐 山 通 １

－ １ ）

● 定 員

：
約

4 0名
　 　 　

参 加 費

：
無 料

　
近 頃 よ く 耳 に す る 、 サ ス テ ナ ブ ル （ 持 続 可

能 ） な 社 会 っ て ど ん な も の ？

　
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 達 成 の

た め に 、 私 た ち 消 費 者 に で き る こ と は ど ん な 事が あ る の で し ょ う か ？

　
こ の 講 座 で は 、 身 近 な

問 題 で あ る 「 食 品 ロ ス 」 の 現 状 と 対 策 事 例 や 、日 本 全 国 に 広 が っ て い る 「 フ ー ド バ ン ク 活 動 」と Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と の 関 わ り 等 に つ い て お 話 し ま す 。生 活 協 同 組 合 コ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０  （ 月 ）  〜  （ 金 ）  ９ 時 〜

1 8時

● 下 記 の 参 加 申 込 フ ォ ー ム よ り 、 お 申 し 込 み く　
だ さ い 。

※ 申 込 締 切

：
９ 月

2 7日  （ 金 ）

※ 抽 選 と な る 場 合 が ご ざ い ま す の で 、 申 し 込 み　
締 め 切 り 後 、 全 員 に ご 連 絡 を 差 し あ げ ま す 。

※ 入 場 無 料 で す 。 組 合 員 で な い 方 も ご 参 加 い た だ け ま す 。 お 誘 い あ わ せ　
の 上 、 お 申 し 込 み く だ い 。

※ 荒 天 な ど よ っ て は 中 止 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 あ ら か じ め ご 了 承　
く だ さ い 。

山 口 県 立 大 学

 看 護 栄 養 学 部

 

栄 養 学 科

　
准 教 授

　
今 村

 主 税

 氏

 概 要

 講 師 内 容 お 問 い 合 わ せ 注 意 事 項  参 加 申 し 込 み

 １ 行 記 事　 夫 婦 で 全 国 を 旅 す る 野 外 音 楽 劇 団 「 楽 市 楽 座 」 が 、 １ ４ 日 （ 土 ） か ら １ ６ 日 （ 月 ・ 祝 ） ま で の 午 後 ７ 時 か ら 山 口 市 中 央 公 園 で 公 演 。 料 金 は 、 投 げ 銭 ・ 投 げ 札 で 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

美 味 し い 林 檎

体 の 丸 み も た っ ぷ り と 膨 ら み 、 堂 々 とざ ぶ と ん の 上 に 鎮 座 し て い る 。 値 段 は八 〇 〇 円 。 盆 を 過 ぎ 供 物 も 途 絶 え た 淋し い 仏 壇 に 供 え た い が 、 少 々 お 高 い 。横 目 で 睨 み な が ら 帰 っ た 。　
あ く る 日 、 五 〇 〇 円 。 う ー ん 、 悩 む

と こ ろ だ 。  『 農 家 の 労 働 を 甘 く み るな 。 汗 の 結 晶 の 果 実 。 我 ら は 百 姓ぞ 』  。 ご 先 祖 様 の 声 が 聞 こ え る 。 頭 を垂 れ な が ら バ ナ ナ を 買 っ て 帰 っ た 。　
次 の 日 、 林 檎 は 一 番 上 の 棚 か ら 下 ろ

さ れ 二 段 目 に 置 か れ て い た 。 近 づ く と甘 い 香 り が 私 を 誘 う 。 お お 、 熟 し て い

　
ス ー パ ー の 果 物 棚 の 一 番

上 に 一 個 の 林 檎 が あ る 。 上か ら 下 ま で 見 事 な 紅 色 。 胴

る 。 食 べ 頃 に 美 味 し く な っ て い る 。三 百 八 十 円 。 お か し い で は な い か 、美 味 し く な っ て い る の に 何 故 安 く なる ？

　
熟 す と い う こ と は 老 い た こ と

か 。 新 鮮 で 未 熟 な 林 檎 は 高 く 、 老 いは 安 い の か 。 買 っ て 帰 っ た 。　
林 檎 を 仏 壇 に 供 え 、 お り ん を チ ー

ン 。 合 掌 。 林 檎 の 紅 色 は 一 段 と 深く 、 熟 し た 香 り を 放 つ 。 色 あ せ た ご先 祖 様 の 写 真 を じ っ と 見 た 。  『 そ んな に 見 る な 。 お 前 は 高 齢 な の に 熟 した 匂 い は し な い な 。 だ ら だ ら し て いな い で 励 め 。 専 心 し ろ 。 未 熟 な 末 裔よ 』  。 も う 一 度 合 掌 。 お り ん を チ ーン 。　
今 日 も 暑 い な ー 。 残 暑 は 厳 し い 。

明 日 に な っ た ら 林 檎 を 食 べ よ う 。 ご先 祖 様 を 思 い な が ら 。

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ８ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ ６ ８ 件 、 死 者 数 ５ 人 、 負 傷 者 数 １ ９ １ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ４ ５ 件 減 、 ３ 人 増 、 ５ ８ 人 減 だ っ た 。

鍋 山 祥 子 教 授

　
誰 も が 幸 福 感 を 持 ち つ

つ 暮 ら せ る 社 会 に し て いく た め に も 、 生 活 の 拠 点で あ る 「 地 域 」 に お け る老 若 男 女 の リ ー ダ ー 役 の育 成 が 求 め ら れ る 。 そ こ

で 、  「 地 域 に お け る 男

とも

女

に 活 躍 推 進 リ ー ダ ー 研 修　
令 和 時 代 の 新 た な チ ャ

レ ン ジ ！ 〜 地 域 を 動 か し未 来 を つ く る 」 が 、

1 0月

５ 日  （ 土 ）  午 後 １ 時 か ら ４時 ま で 、 県 婦 人 教 育 文 化会 館 （ カ リ エ ン テ 山 口 、山 口 市 湯 田 温 泉 ５ ） で 開か れ る 。  「 男 女 問 わ ず 誰も が 『 長 』 の 役 職 を 担 える よ う に 」 と 、 や ま ぐ ちネ ッ ト ワ ー ク エ コ ー （ 西山 香 代 子 代 表 、

０ ９ ０

－

１ ３ ３ ８

－

２ ０ ５ ８ ）

が 企 画 運 営 し 、 山 口 市 が主 催 す る 。  「 関 心 の あ る人 」 な ら 無 料 で 参 加 可 能で 、 定 員 は

7 0人 。

　
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の

後 、 山 口 大 経 済 学 部 教 授で ダ イ バ ー シ テ ィ ー 推 進担 当 副 学 長 の 鍋 山 祥 子 さん が 「 満 足 し て 暮 ら せ る地 域 （ ｗ ｅ ｌ ｌ

－

ｂ ｅ ｉ

ｎ ｇ ） に つ い て 考 え て みよ う 」 の 演 題 で １ 時 間 ほど 基 調 講 演 す る 。　
続 い て 、  「 自 分 ご と 、

と し て の ま ち づ く り 〜 か

か わ っ て 、 面 白 く 」 が タイ ト ル の ワ ー ク シ ョ ップ 。  「 シ ニ ア （ 男 女 とも ） に 、 ま す ま す 活 躍 して も ら う に は ？ 」  「 若 者や 女 性 が チ ャ レ ン ジ （ 起業 や 活 動 ） し や す い 地 域に す る に は ？ 」  「  『 よ そ者 』 に 優 し い 地 域 に な るヒ ン ト 」 な ど

1 0テ ー マ を

事 前 に 用 意 。 参 加 者 か らの 提 案 も 含 め 、 同 じ テ ーマ を 選 ん だ 人 同 士 で グ ルー プ を 作 っ て 話 し 合 う 。各 グ ル ー プ に は 必 ず 山 口大 生 も 参 加 す る 仕 組 みで 、  「 若 者 た ち と 話 し 合っ て み る と 、 新 た な 発 見が あ る か も 」 と 主 催 者 。　
参 加 希 望 者 は 、 同 団 体

（

０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

９

８ ３ ３ 、

v-kayo
@c-able.

ne.jp

） へ 、 申 し 込 み フ ォ

ー ム 、 フ ァ ク ス 、 メ ー ルの い ず れ か で 、 名 前 、 住所 、 電 話 番 号 を 伝 え る 。

　
県 内 に お け る 女 性 の 子

宮 頸 が ん 、 乳 が ん 検 診 の受 診 率 は 、 ２ ０ ２ ３ 年 に国 が 公 表 し た 「 国 民 生 活基 礎 調 査 」 に よ る と 全 国最 下 位 だ っ た 。　
乳 が ん は 日 本 の 女 性 に

最 も 多 い が ん だ が 、 早 期発 見 で の 生 存 率 は

9 0％ 以

上 に 上 る 。 早 期 発 見 の ため に 重 要 な の が 、 定 期 健診 と 「 乳 房 を 意 識 す る 生活 習 慣 （ ブ レ ス ト ・ ア ウェ ア ネ ス ）  」 だ 。 自 身 の乳 房 の 状 態 を 知 り 、  「 変化 を 感 じ た ら す ぐ に 相談 ・ 受 診 す る 」  「

4 0歳 に

な っ た ら ２ 年 に １ 回 乳 がん 検 診 を 受 け る 」 と い った 行 動 が 、 早 期 発 見 に もつ な が る 。　

2 0年 以 上 の 検 査 実 績 を

持 ち 、 検 査 時 の 痛 み が 軽

減 さ れ る 新 し い 装 置 を 今年 導 入 し た 阿 知 須 同 仁 病院 （ 山 口 市 阿 知 須 ） は 、
1 0月 の ピ ン ク リ ボ ン 月 間

（ 乳 が ん 検 診 の 早 期 受 診を 推 進 す る 世 界 規 模 の キャ ン ペ ー ン ） に 合 わ せ 、多 忙 な 平 日 を 過 ご す 女 性の た め に 日 曜 お よ び 平 日夜 間 に 乳 が ん 検 診 日 を 設け る 。 日 時 は

2 9日  （ 日 ）  と

1 0月

2 0日  （ 日 ）  の 午 前 ９ 時

か ら 正 午 ま で と 、

1 0月 ２

日  （ 水 ）  の 午 後 ６ 時 か ら ８時 ま で 。 女 性 の 診 療 放 射線 技 師 と 検 査 技 師 が マ ンモ グ ラ フ ィ ー 検 査 や エ コー 検 査 を 担 当 し 、 セ ル フチ ェ ッ ク （ 自 己 触 診 ） の方 法 も 教 え て も ら え る 。　
受 診 の 予 約 、 問 い 合 わ

せ は 、 同 院 （

☎
０ ８ ３ ６

－ ６ ５

－ ５ ７ ７ ８ ） へ

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

締 め 切 りは

2 0
日

（ 金 ）  。

1 0月 ５ 日

「 地 域 」 の リ ー ダ ー を 育 成
鍋 山 教 授 を 迎 え 研 修 会

早 期 発 見  へ  日 曜  ・  平 日 夜 間阿 知 須 同 仁 病 院 が 乳 が ん 検 診
９ ・ １ ０ 月

講 演 と 交 流 を 通 じ て 考 え る

「 山 口 を 魅  力 的 な 街 に 」
　 「 山 口を 魅 力 的な 街 に 」を テ ー マに し た 催し が 、

1 6

日 （ 月 ・祝 ） 午 前
1 1時 か ら

午 後 ４ 時半 ま で 防長 青 年 館

（ パ ル ト ピ ア や ま ぐ ち 、山 口 市 神 田 町 １ ） で 開 かれ る 。 主 催 は 山 口 バ ハ イ共 同 体 で 、 参 加 は 無 料 。　
フ ィ レ イ ド ゥ ン ・ ジ ャ

ヴ ァ ヘ リ さ ん 、 仁 平 千 香子 さ ん 、 安 河 内 淳 朗 さ んの ３ 氏 が 、 そ れ ぞ れ

3 0分

間 講 演 。

「 持 ち 寄 り 昼 食

会 」 や 自 由 交 流 時 間 、 パネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン など も あ る 。　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ

は 、 本 紙 掲 載 広 告 を 参 照の こ と 。 問 い 合 わ せ は 尊田 望 さ ん （

０ ９ ０

－

４

６ ５ ４

－ ８ ２ ６ ４ ） へ 。

1 6日

次 回 は 9 月 1 8 日 掲 載

︻ 合 同 の エ ン ジ ョ イ ラ グビ ー 展 ︼

新 南 陽 ・ 山 口

山 口 農 業 ・ 美 祢 青 嶺 の ラガ ー マ ン を 応 援 す る 写 真展 。

2 7日 ま で 山 口 市 道 場

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ４ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 赤 ち ゃ ん 泣 き 相 撲 」
1歳 か ら

2歳 ま で の 、  赤 ち  ゃ ん が 土 俵 に 上 が り お 互 い が 見 あ  っ  て 、  先 に 泣

い た 方 が 勝 ち

!!　
観 て い て と て も 可 愛 く 、  思 わ ず 微 笑 ん だ 。

撮 影 者 ： 冨 田 虎 次 郎 さ ん  （ 防 府 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ３ 年

9月

3日

撮 影 場 所 ： 妙 見 神 社  （ 防 府 市 ）

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 3日  ︵ 金 ︶  ~

1 5日

︵ 日 ︶  :

秋 の 大 宝 飾 展

︻ 美

術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 6日

︵ 月 ・ 祝 ︶ :

現 代 人 気 作

家 に よ る 魅 惑 の ガ ラ ス 絵展 門 前 の 萩 山 口 信 用 金 庫 本店 で 開 催 。 問 ／ 松 岡

☎
０

８ ３

－ ９ ２ ４

－ ７ ５ ６ ７

展
　 　

示



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ９ 月 １ １ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


